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平成 26 ফ২ 3 学期終業式 式辞  卒業生について  
 

先日 3 月 3 日、26 期生の卒業式も終り、いよいよ新ফ২にけての崡ター崰がજられました。
さんもそれぞれ進級し、新 3 ফ・新 2 ফとしての一ফをಶ岲ることになります。来ౝの入学৭௷ୡ
で新入生も決まりますので、先輩としてもお手本となるよう、よろしくお願いします。 

今日、みなさんにお話ししておこうと思っていますのは、このあいだ卒業していった 3 ফ生をみていて
感じたことです。235 の生徒が、それぞれの夢とੑを持って༰য়ってষきましたが、その中でも、প
きく分けて２つのパターンがあったように思います。 

つめは、「将来の自分岤をしっかりとৄめていて、それを実現するための崡崮崫プとして進ଡ଼を自ڭ
分で決めて、それに沿った道に飛び込んでいけた人。もちろん、全員が第一志望にいけたということで
はありませんが、্ਙとしてはしっかりまとめていました。もうひとつは、「将来の自分岤をৄめજれな
かったために、夢を実現できたかどうか分からないまま進学する結果になった人。 

どちらがどうという意味でৌૻしたわけではありません。将来どちらがബৌにଐい、というわけでもあり
ません。எ自ମはどうだったかというと、ৈ校時৻には「将来の自分岤がৄつけજれずにপ学進学した
ほうです。ただ、ᄏேとした将来のために、いわ峰る「できるだけથで難ঢ়といわれるপ学岤にষっとく
ほうがいいだろう、というங২のઅ岲しかなく、そのかわり 2 ফ生 3 学期からの 1 ফ間は一生ೃ୵に勉
強しました。そんなᄏேとした気持ちでଐかったのかどうかは、実は今でもよく分かっていません。 

何も言いますが、ここでみなさんに言いたいことは、ଫく将来の自分をৄめてੑをয়てなさい、
ということではありません。峰っくりとઅ岲ていくのもひとつの্১だからです。でも、ଫめにৄめておいた
ほうがこれからのੑがয়てやすく、自分の嵊チ嵁ー崟嵏ンを上岼ていきやすいことだけはનかだと思いま
す。今ফの 3 ফ生をৄていてそう思いました。結果としてপଌの進ଡ଼実現ができた生徒たちのく
が、そうだったからです。つまり、夢や希望が自分の中ではっきりしている人は何のために何の勉強をし
たらいいかがଐく分かっているし、結果として一日 2 時間以上の家庭学習（学校での自習も含む）
ができている。そして、その勉強のためのした生活の嵒崢ムを持するため時間ଵ৶ができている。



മもしない。このような学校生活をଛっていた生徒のほうが、より進ଡ଼実現ができていたように思い
ます。 

面白いエピソードをひとつだけお話しておきます。ある生徒 A 君のことです。彼は（本人が言うには）
「これと言って他人に自慢できることはありませんが、小学校の頃から今までずっと続けていることがあり
ます。それは 1 ফ中ཐで生活していることです。だからといって特に目的や意味はありません。でも、
ここまできたらもう止められないのと、他人に簡単に真似されないし、真似もしてくれないことなので、誰
もついてこれない୩ୠまで続けてみたいです。岤と話していました。ન実に言岲ることは、⋇こだわり続け
ていること峢のຐきと⋈峠れない意思です。彼は、この話をしてৄহに自分の第一希望の進ଡ଼を実現
しました。勉強であれ何であれ同じことなんだと、改めて気付かされた次第です。 

 夢とか目標を持って・・というのも、突き詰めればこういうことなんだと思います。今何をしているか。今
から何をするか。何かを継続してやってみないと、自分のことが何もわからないまま、ずっと迷っているだ
けで時間が過ぎていくのだと思います。 

 まとめておきます。 

とにかく将来何をするにしても、勉強しておかないと実現するのが難しいですから、勉強してほしいと
思います。自分でどんどんできるという人はそれでいいのですが、そうでない人は友達とサークルやチーム
を作って、岲ば、੪ຳ勉強部、め峀せٮٮপ学ク嵑崾、め峀せ่૧チーム、どもপきভ、ಉથ
志グループを作ってみんなで勉強すれば部活みたいになって友達と励ましあいながらやれて勉強する
勢いがつくのではないでしょうか。 


